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１．はじめに
　本学部こども教育福祉学科（以下、本学科と
称する）の 1 期生が2012年 3 月に卒業し、資格
を有した職員として働き始めた。内訳は、公立
幼稚園・保育園 2 名1）、公立保育所 1 名、私立
幼稚園 6 名、民間保育所2） 9 名、認定こども園
3 名、保育所以外の児童福祉施設 2 名、その他
福祉施設 5 名となっている。近況報告で大学を
訪れる卒業生のほとんどが、職場での仕事内容
に関する話しとなる。卒業生の成長を感じると
共に、悩みを聞く時間も多い。
　近年、幼稚園や保育所では、早期離職が問題
のひとつとして挙げられている。文部科学省
（2012）によると、幼稚園教諭の年齢区分別
離職者数は9,658名で、そのうち25歳未満では
3,317名、25歳から30歳未満では3,934名で、全
体の半数以上である。また、全国社会福祉協議
会（2008）によると、保育所の年齢別離職者数
は1,029名で、そのうち「20歳～25歳未満」で
は251名、「25歳～30歳未満」では316名と、調
査年は異なるが、幼稚園と同様に半数以上を占
めていた。離職理由を見てみると、卒業生の悩
みと一致する項目もあり、早期離職につながり
かねないと予測される。
　本研究では、離職に関するデータと2012年 4
月から12月までに来校した卒業生との会話から、
早期離職につながらないために、養成校として
どのような支援が必要となるのかを考察するこ
とを目的とする。
２．文献・先行研究の検討
　１）幼稚園における離職
　文部科学省（2012）の調査によると、「25歳
未満」ならびに「25歳以上30歳未満」（図１）、
勤続年数「 5 年未満」ならびに「 5 年以上10年
未満」（表１）の離職者割合が高くなっている。
特に私立幼稚園においては、 5 年未満で離職す
る割合が58％と半数を超えている。そこで、表
２を見ると、「転職のため」、「家庭の事情のた
め」、「病気のため」が上位となっていた。さら
に、加藤・鈴木（2011）が調査した勤続年数 3
年未満の退職者の理由として、複数回答ではあ
るが、「仕事への適性がない」、「健康上の理由」
が上位となっていた。「転職のため」という理
由の中には、現職場での「仕事への適性がない」
ことが要因のひとつとして挙げられるであろう。
養成校において、保育に関する技術や知識を習
得し、自らが希望した職場へ就職したにもかか
わらず、向かないと感じるのはなぜだろうか。
水野・徳田（2008）は、就職後3か月の幼稚園
教諭を対象とした調査において、「就任後に仕
事を辞めたいと思ったことがあるかを尋ねたと
ころ、辞めたいと思ったことがある者は全体
の60％（296名）であった」としている。その
理由として、「うまく保育をすることができな
い」、「仕事が多い」、「他の保育者との人間関係
がむずかしい」が複数回答の上位として挙げら
れていた。現場に出て間もない保育者にとって、
「うまく保育をすることができない」は、経験
を重ねていくことで解消されることであるが、
人間関係においては、他の保育者のみならず、
子どもや保護者と対象の幅が広いのが幼稚園教
諭や保育士の特徴ともいえるであろう。
　２）保育所における離職
　社会福祉法人全国社会福祉協議会（2008）の
調査によると、「20歳から25歳未満」ならびに
「25歳から30歳未満」（図２）、在籍年数「 3 年
から 5 年未満」、「 5 年から10年未満」の離職者
割合が高く、幼稚園とほぼ同様となっている
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(人）
うち精神
疾患
公立 90 13 12 0 25 0 19 3 30
私立 3,382 258 137 4 900 20 872 99 1,229
合計 3,472 271 149 4 925 20 891 102 1,259
大学など
入 学 の
ため
表２．幼稚園教諭：25歳未満の離職理由
計
病気のため
死亡 転 職 のため
家 庭 の
事 情 の
ため
職務上の
問 題 の
ため
その他
出典：文部科学省（2012）「学校教員統計調査」（http://www.mext.go.jp/bmenu/toukei/chousa01/
kyouin/1268573.htm,2012.12.19)を参考に筆者作成．
出典　文部科学省（2012）「学校教員統計調査」（http://www.mext.go.jp/bmenu/toukei/chousa01/
kyouin/1268573.htm,2012.12.19)を参考に筆者作成．
図１．幼稚園教諭：年齢区分別離職者数割合
n=48
n=3,269
出典：文部科学省（2012）「学校教員統計調査」（http://www.mext.go.jp/bmenu/toukei/chousa01/
kyouin/1268573.htm,2012.12.19）を参考に筆者作成．
（％）
5年未満  5年以上10年未満
10年以上
15年未満
15年以上
20年未満
20年以上
25年未満
25年以上
30年未満
30年以上
35年未満
35年以上
40年未満 40年以上
公立 29.5 18.6 12.7 11.5 8.2 7.0 9.0 3.4 0.0
私立 58.0 24.3 8.8 4.4 2.1 1.2 0.7 0.3 0.2
表１．幼稚園教諭：勤務年数割合表１ 勤務年数割合
表２ 25歳未満の離職理由
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（表４）。また、離職理由として、「その他」以
外の回答で、「家族の事情」、「キャリアアップ
のための転職」、「体調不良（身体）」が上位と
なっている（表５）。１）と同様に、加藤・鈴
木（2011）が調査した勤続年数 3 年未満の退職
者の理由として、複数回答ではあるが、「仕事
への適性がない」、「健康上の理由」に加え、「人
間関係」や「結婚」が上位となっていた。特に
「仕事への適性がない」、「健康上の理由」の項
目では「 1 年未満」、「 1 ～ 2 年未満」の離職者
に多く挙げられているのが特徴的である。
出典　社会福祉法人全国社会福祉協議会
（2008）「社会福祉施設の人材確保・
育成に関する調査報告書」（http://
www.keieikyo.gr.jp/data/jinzai3.
pdf,2012.12.25)．
図２．保育所の年齢区分別離職者の割合
n=1,029
表３．現職 2 年目就労タイプ別：卒業直後の職
場を辞めた理由（複数回答）
出典　社団法人全国保育士養成協議会専門委員
会編（2010）「『指定保育士養成施設卒
業生の卒後の動向及び業務の実態に関
する調査』報告書Ⅱ―調査結果からの
展開―」
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　保育所では対象年齢が 0 歳から 6 歳までと幅
が広く、年齢によって保育士の配置が定められ
ており、 0 歳児から 2 歳児では複数の保育士で
保育をすることとなる。また、保護者が送迎を
するため、直接子どもの様子をはじめとする話
しをする機会も増える。保護者からの苦情や要
望に対応しなくてはならないため、他の保育者
以外での「人間関係」や「健康上の理由」によ
る離職が増えるのではないか、と考える。
　社団法人全国保育士養成協議会専門委員
（2010）は、保育士養成校を卒業して 2 年目、
6 年目、11年目を対象とした卒後の動向調査を
実施している。そこで、「現職 2 年目」3）にお
いて、「保育現場をやめたいと思ったのはどん
な時か」の質問項目に対して、複数回答にて「仕
事量が多すぎて、疲れを感じたとき（56.7％）」、
「職場内の人間関係がいやだと思ったとき
（54.6％）」、「仕事に見合う報酬が保証されな
いとき（44.6％）」、「園・施設の方針に疑問を
感じたとき（42.5％）」が上位となっている（表
３）。身体面、精神面において疲労を感じ、積
み重なることで離職につながる要因となるかも
しれない。
　また、「卒業直後の職場をやめた理由」とし
て、就労タイプ別４）で、「職場の人間関係」、「職
場の方針に疑問」、「心身の不調」が上位となっ
ている（表３）。 2 年以内ですでに離職を経験
し、保育とは異なる職場で働く者は、「自信が
なくなった」、「心身の不調」も要因のひとつと
なり、保育者としての限界を感じている。新た
な保育現場で働く者は、様々な要因が重なって
おり、「継続できない職場の雰囲気があった」
という項目が示すように、新たな保育現場に可
能性を見出そうとしていることが考えられる。
３）児童養護施設、乳児院における離職
　社会福祉法人全国社会福祉協議会（2008）の
調査によると、児童養護施設では、「20歳～25
歳未満」ならびに「25歳～30歳未満」（図３）、
在籍年数「 1 年～ 3 年未満」、「 3 年～ 5 年未満」、
「 5 年～10年未満」の離職者割合が高い（表４）。
また、乳児院では、「25歳から30歳未満」なら
びに「30歳から35歳未満」（図４）、在籍年数で
はばらつきがあるものの、「 5 ～10年未満」の
離職者割合が高い（表４）。また、離職理由と
して、質問項目には挙がらない「その他」での
回答が多い。次に「キャリアアップのための転
職」、「家族の事情」が多くなっている。乳児院
においては、「体調不良（身体）」、「出産」も多
く、女性が中心の職場であることが理解できる
（表５）。
出典　社会福祉法人全国社会福祉協議会
（2008）「社会福祉施設の人材確保・
育成に関する調査報告書」（http://
www. keieikyo.gr.jp/data/jinzai3.
pdf,2012.12.25)．
図３．児童養護施設の年齢区分別離職者の割合
n=425
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（％）
1年未満 1～3年未満
3～5年未
満
5～10年
未満
10～15年
未満
15～20年
未満 20年以上 無回答
児童養護施設 4.5 23.1 21.6 28.9 7.1 4.2 8.7 1.9
乳児院 9.8 18.3 15.9 26.8 12.2 2.4 12.2 2.4
保育所 5.5 19.4 21.3 29.1 10.2 3.1 8.6 2.7
出典　社会福祉法人全国社会福祉協議会（2008）「社会福祉施設の人材確保・育成に関する調査
報告書」
　　　（http://www.keieikyo.gr.jp/data/ jinzai3.pdf,2012.12.25)．
表４．児童福祉施設：在籍年数割合
出典　社会福祉法人全国社会福祉協議会
（2008）「社会福祉施設の人材確保・
育成に関する調査報告書」（http://
www.keieikyo.gr.jp/data/ jinzai3.
pdf,2012.12.25)．
図４．乳児院の年齢区分別離職者の割合
n=82
表５．児童福祉施設：離職理由7）
 （％）
出典　社会福祉法人全国社会福祉協議会
（2008）「社会福祉施設の人材確保・
育成に関する調査報告書」（http://www.
keieikyo.gr.jp/data/ jinzai3.pdf,2012.12.25)．
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　図５によると、児童養護施設、乳児院で、「労
働環境」、「処遇」への不満が高く、「キャリア
アップのための転職」の要因のひとつであると
考える。利用者の生活の場であるため、24時間
で勤務体制が組まれており、勤務が終了しても
仕事をせざるを得ない状況にあることが不満へ
とつながっているのではないだろうか。また、
幼稚園や保育園で多く見られた職場での人間関
係における項目でも3割近いことから、不規則
勤務で常に同じ職員ではないため、情報の共有
がしづらい職場環境にあることが考えられる。
３．卒業生の「今」
　来学をした卒業生は、保育士、幼稚園教諭、
児童指導員、生活指導員、介護職員と職種が
様々である。来学をした理由を以下に示す。
・教材研究
・保育雑誌、絵本、紙芝居の貸し出し
・ピアノの練習
・授業の聴講
・保育に関する相談
・休暇のため来学
・ 11月に実施された卒業生を対象とする企画へ
の参加
　卒業生との雑談には仕事の近況報告も含まれ
ている。そこで、いずれの職種にも共通した内
容について整理して述べる。
　１）保育者としての知識・技術不足
　園内の環境構成としての壁面づくり、誕生会
といった行事の企画や園児へのプレゼント案、
子どもの年齢に合った手あそびや、リズム体操
出典　社会福祉法人全国社会福祉協議会（2008）「社会福祉施設の人材確保・育成に関する
調査報告書」
　　　（http://www. keieikyo.gr.jp/data/jinzai3.pdf,2012.12.25)．
図５．職場に対する不満に関する割合（複数回答）
n=352
n=1,668
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の参考となる保育雑誌や図書を参考にするため
に定期的に訪れている。園内で共有できるもの
があると思うのだが、園によっても様々であり、
1 年目としての「遠慮」もあるようだ。また、
「学生の時にもっと、いろいろな実践をしてお
けばよかった」と話す者も多い。 1 期生におい
ては、本学科としても立ち上げたばかりで、何
が学生にとって必要なのかを試行錯誤している
状況であり、他学年と比較しても実践や技術不
足は否めない。よって、来学した際には共に考
え、助言をするよう努めている。
　加えて指導案の作成や日誌に苦労している者
も多い。子どもを保育することで精一杯となり、
その日のうちに書く必要のある書類が書けず、
休暇にまとめて記入をするという悪循環が生じ
ている。特に幼稚園教諭においては、 1 人で担
任を持ち、クラスの運営をしている。行事が多
く、指導計画が必要不可欠となる。 4 月に子ど
もと顔を合わせた卒業生にとっては、先に信頼
関係を築きたいところではあるが、同時に考え
ていかなくてはならず、「どうすればいいのだ
ろうか」と混乱している状況が伺えた。子ども
と関わる仕事において、優先順位をつけること
は難しい。並行して行う技術は経験を重ねてい
くしか方法がないのかもしれない。
　２）余裕のない自分
　 1 年目の保育者は覚えなくてはならない内容
が多い。しかし、子どもや保護者の前では資格
を有した「先生」として対応をしなくてはなら
ない。知識や技術が不足している卒業生にとっ
ては、余裕を持って保育をすることができない
日々のようである。「 1 日が早い」、「子どもが
ケガをすることなく過ごすことができた」、「常
に時間に追われている」、「無駄な動きが多い」、
「ついつい大きな声で話してしまう」、「一度に
泣き始めるとどうしていいかわからなくなる」、
「保育を任されたが、短い時間でも子どもが話
を聞いてくれない」など卒業生の必死さが伝
わってきた。
　３）時間外での仕事
　それぞれの職場で定められた勤務時間がある
ものの、仕事が終わるということはない。生活
時間の切り替えの際は、子どもが落ち着かない
状況があるために帰りづらく、そのまま仕事を
続けている、と話した。その他に、園内の環境
構成や保育準備を勤務終了後に行っていたり、
先輩保育者が仕事をしていて、帰りづらい雰囲
気にあるようである。半年を経過して慣れてし
まい「諦め」にも捉えられる不満を話す者が多
かった。
　また、園内や園外での研修のために休暇では
あるが出勤をする場合や勤務終了後からの研修
や会議がある場合もあり、「休んだ気がしない」
と感じていた。大学で学んだ内容以外でも、必
要となる知識や技術はあり、保育所保育指針
（2008）の第7章では、「職員の資質向上」が述
べられている。よって、研修に参加すること
は、自らの知識や技術を向上するためには欠か
せないものである。しかし、必要と感じていて
も日々の保育により心身の疲労が大きいために、
負担を感じることもあるのかもしれない。職場
によっても労働条件は異なるが、早期離職につ
ながる要因であることが理解できる。
　４）職場での人間関係
　女性の多い職場において、一番多く話された
内容である。同期の保育者がいる者は、話せる
相手として情報交換をしており、不安を解消し
ている。また、先輩保育者が話しを聞いてくれ
る者も、保育の相談をすることができていた。
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一方では悩みを抱える者もいる。「自分の実践
していることについて、アドバイスをしてもら
えず不安」、「保育を否定されてしまい、自信を
なくす」、「 1 年目の職員は自分だけなので、話
しづらい雰囲気にある」、不安を解消できない
者は、来学して話せない内容を話して行く。11
月に実施された企画においても話題となり、職
場は異なるが共通しているとお互いに共感して
いた。
　 1 年目としての遠慮もあるようだが、早期離
職の要因となるひとつとして挙げられており、
精神的ストレスにより体調不良につながりかね
ない。来学した際には、話を聞くことで不安を
解消できるよう配慮しなくてはならない。
４．今後の課題 
　幼稚園や保育所、児童養護施設や乳児院にお
いて20代で離職する割合が高いことが理解でき
た。離職の要因の上位となっていた保育者とし
ての知識や技術不足、職場での人間関係、心身
の不調については、卒業して1年に満たない卒
業生の現状においても該当するものであった。
　早期離職につながらないためには、来学する
卒業生への支援を継続し、保育技術に関する研
修や勉強会といった卒後教育も視野に入れる必
要があるだろう。現時点では限られた者への支
援となっており、遠方に就職した卒業生の情報
は来学した者からの話しのみとなっている。今
後は卒業生が増えていき、一層の現状把握に努
めなくてはならない。今回は、卒業生との会話
から整理をしたが、明確にするためには、質問
紙調査や聴き取り調査が必要となってくるであ
ろう。
注
１）職員採用は「幼稚園教諭・保育士」両方と
なっており、現在は幼稚園にて勤務をしている。
２）社会福祉法人が運営をする保育所、株式会
社が運営をする保育所に就職しているため、民
間と称している。
３）社団法人全国保育士養成協議会専門委員
（2010）は、「現職2年目とは養成施設を卒業し
て 2 年目の人で現在保育職についている人」と
している。
４）就労タイプ別での結果が示されているが、
本稿では「単一型」のみとした。「単一型」
とは社団法人全国保育士養成協議会専門委員
（2010）によると、「卒業直後に保育職場に就
職し、現在もその職場に就業している」として
いる。
５）社団法人全国保育士養成協議会専門委員
（2010）によると、「複数型」とは「卒業直後
に保育職場に就職し、複数の保育職場の経験が
ある（保育職場以外の経験がない）」としている。
「離職型」とは「卒業直後に保育職場に就職し、
現在は保育職場以外で就業している」としてい
る。
６）、７）勤務年数に限定はなく、全体で示さ
れている。
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